
 

 

 

俳句教室に通い始めて３ヶ月になります。 

先生は以前から親しくさせていただいている方で、 

もともと興味もありましたので行くことにしました。 

教室には五句作っていかねばならず、かなりたいへんです。 

 

俳句を始めて変わったことがあります。 

身の回りのことに敏感になりました。 

 

 

 

 

言葉をよほど知らないことにも気づかされました。 

風の気持ち良さを詠みたくて、 

山背（やませ）という言葉を思いつきましたが、 

山背は冷害をもたらす風であると分かり、使えませんでした。 

 

そういうことを先輩のおばさまたちが教えてくれます。 

「初心者のあなたはいいわね、俳句のタネがたくさんあって」 

と先輩風を吹せることもあります。 

 

実は私、こういう皮肉が嫌いではありません。 

杖をついてゆっくり歩くご高齢の先輩たちですが、 

胸の内には、負けまいとする向上心が燃えています。 

決して枯れた人たちではありません。 

 

俳句、恐るべし、です。 

 

商品は次々と入れ替わりますが、 

以前のもののお取り寄せもできます。 

どうぞお気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

「ＶＲのブログ」のＱＲコードです。入荷のこと、近況などを書いています。 


